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『エミール』における女性観

上純子

ルソーは教育論『エミール』の第五編に女子教育についての考えを述べている。この理

論は男女の生物学的な違いからその不平等を正当化しているとして，ウルストンクラフト

の『女性の権利の擁謎』（1792)以来，フェミニストたちに指弾されてきた。それにたいし

て，彼の著作における女性の役割の重要性や18世紀の女性読者によるルソー的女性観の支

持に注目して，「女嫌いルソー」の汚名をそそごうとする試みも数多い(1)。

矛盾というべきか，統一的に解釈すべきかはおくとしても，ルソーの女性をめぐる言説

には，たしかに，このような二つの解釈を生み出す要素があるように思われる。そこで，

本稿では，性急な価値判断を慎みつつ，問題の書ｒエミール』に表れた女性観をできるか

ぎり全体的に理解することを試みたい。そのためには，第五編の女子教育論を独立してと

らえるのではなく，ルソーの幸福論とも考えられる『エミール』の一部として読む必要が

あろう。そこでは，彼の女性観の批判と弁謹に使われてきたテキストの双方が検討されな

ければなるまい。またフェミニズムの論考からは多くを学ばせていただいたが，本稿にお

ける立場は，現代フェミニズムの到達点からルソーの女性観に批判的位簡づけを与えると

ころにはない。ルソーの女性観の両義的な榊造を，彼の思想における実存的な理想との関

わりで読み解くことを本稿の課題としたい。

1．エミールの教育

ソフィーの教育の特徴を検討するためにも，まずエミールの教育の目的とその主要な方

法を見ておこう。

ルソーは，処女作『学問芸術論』（1750）以来，絶対王政下のフランス社会の政治的，道

徳的腐敗を厳しく批判してきた。彼は『社会契約論』（1762）で，政治制度による社会改革

の道を指し示す。他方『エミール』（1762）では，腐敗した社会のなかで，自律的に生きう

る個人をいかに育てるかという問題に取り組むのである。

「危機の状態と革命の時代」の到来を予感する思想家は，このような状況を生きぬくに

ふさわしいのは，既存の社会秩序に適応した社会人ではなく，「自然の秩序｣にのっとった








































